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PSG自動解析装置の評価と今後の活用法
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PSG自動解析装置の評価と今後の活用法　　                      八木   朝子　  特定医療法人愛仁会 太田睡眠科学センター　
　終夜睡眠ポリグラフ検査 (polysomnography : PSG) の解析は、睡眠段階、覚醒反応、呼吸イベント、運動イベントなどを定められた
ルールに従いスコアリングすることであるが、American Academy of Sleep Medicine (AASM) では視察判定を推奨している。
しかしながら、技術専門性が高く、解析技能の習得に時間を要することなど、解析できる熟練した専門技師を確保することは専門の施設以外
では困難である。また専門施設であっても、PSGの解析範囲は広く、解析に時間を要することも効率化の課題とされている。従来から自動解
析の開発は様々な手法により試みされているが、視察判定との一致率には限界がある。特にアーチファクトとの鑑別の自動化は困難である。
近年はPSGのビックデータを基に、高い信頼性と再現性を実現できる自動解析装置の開発が進歩している。十分な精度が検証できれば、

PSGの解析には、自動化ができるパートがあると考えられる。
今回、フィリップス・レスピロ二クス社の新たなPSG自動解析装置 (SleepwareG3 with Somnolyzer) を用いた詳細な検討結果から、

PSG解析の自動化がどこまで可能なのか、どのパートで可能なのか、どのように活用できるのかについて報告する。
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